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関西大学『経済論集』第67巻第4号（2018年3月）
ご活躍の足跡
（2017 年 1 月〜 12 月）
北川　亘太
　分担執筆
 ⑴  “Two Methods of Institutional Reformations in Institutional Economics of J.R. Commons”
Hiroyuki Uni (ed.) Contemporary Meanings of John R. Commons’s Institutional Economics: An 
Analysis Using a Newly Discovered Manuscript, Springer, Singapore, pp. 73-98, February.
　論　文
 ⑴  “The Driving Forces of Diffusion in John R. Commons’ Institutional Economics” Revue de la 
régulation. Capitalisme, institutions, pouvoirs, No. 20, pp. 1-28, January.
 ⑵  「J.R. コモンズ制度経済学における信用制度と統治―信用貨幣の内生説の観点から―」『経済論
集』第 67 巻第 3 号、関西大学経済学会、pp. 83-121、12 月刊。
　Working	Paper
 ⑴  「市中の山居―対話による商品企画の共創を可能にする制度―」Economic Society of Kansai 
University Working Paper Series、J-46、関西大学経済学会、3 月刊。
　翻　訳
 ⑴  ミッシェル・カロン著、北川亘太（共訳）「市場的配置とは何か［下］」『経済論集』第 67 巻第 1 号、 
関西大学経済学会、pp. 63-85、6 月刊。
 ⑵  ミッシェル・カロン著、北川亘太（共訳）「市場的配置とは何か［付録１］」『経済論集』第 67
巻第 2 号、関西大学経済学会、pp. 77-105、9 月刊（北川亘太「訳者解説」を含む）。 
　学会・研究会
 ⑴  “Two Methods of Institutional Reform in the Institutional Economics of John R. Commons” 第
21 回進化経済学会京都大会、京都大学、3 月 26 日。
 ⑵  “The Driving Forces of Diffusion in John R. Commons’ Institutional Economics” 進化経済学会 
制度と統治部会「現代制度経済学における貨幣論・行為論・認識論の到達点―J.R. コモンズ『制
度経済学』からの省察―」、阪南大学あべのハルカスキャンパス、4 月 4 日。
 ⑶  “Departing from Traditional Mode of Training in Japan” International Conference: Education 
and Training as Basis for Future Employment、和歌山大学、9 月 22 日。
　講演会
 ⑴  「『価値共有』時代のサービス・マーケティング」立命館大学 MBA 校友会 RIMO、立命館大学 
大阪いばらきキャンパス、7 月 2 日。
 ⑵  「IG メタルの組織拡大戦略」ものづくり産業労働組合 JAM、JAM 西日本会館、10 月 29 日。
 ⑶  「行為遂行性の事例―理論、テクスト、配置の相互関係―」京都大学デザイン学大学院連携プ
ログラム、11 月 20 日。
溝端　泰和
　論　文
 ⑴  「政府の要請は企業行動を変えるか―下請取引等実態調査を用いた建設企業の賃金引き上げの
実証分析」、共著、『日本経済研究』、近刊。
　Working	Paper（Discussion	Paper）
 ⑴  “Business cycles, asset prices, and the frictions of capital and labor”, co-authored, The 
Economic Society of Kansai University Working Paper, F-82, August.［研］
　学会・研究会
 ⑴  “Firm heterogeneity and the dynamics of credit rationing in Japan”, Conference on Advanced 
Studies in Economics、十勝ガーデンズホテル、9 月 1 日〜 3 日。［研］
助　教
443
関 西 大 学
関西大学経済学会
2 0 1 7 年度
第 67 巻
443
關西大學『経済論集』第67巻総目次
第１号（2017 年６月）
　論　　　文
　プロ野球の得点分析 　
　　―― ガンマ・ポアソン分布の適用例 ――　 …………………………… 松尾　精彦　　 1〜 45ページ
　自主的に住民がモールを建設する場合に 関するゲーム論的考察　……… 高谷　真城　　 47〜 61ページ
　資料紹介
　市場的配置とは何か［下］　ミッシェル・カロン　著 …………………… 北川　亘太　　 63〜 85ページ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 須田　文明（訳）
第２号（2017 年９月）
　論　　　文
　プロ野球順位表のグラフィカルな表現法　………………………………… 松尾　精彦　　 87〜105ページ
　フィリピンにおけるテロと利子率と景気循環　…………………………… 鈴木　智也　　107〜124ページ
　「鐘淵紡績株式会社の企業合併戦略と中京圏紡績業
　　 ―― 救済合併から戦略的合併へ ――」　 ……………………………… 橋口　勝利　　125〜144ページ
　日中戦争期における金融政策の効果
　　―― VARモデルによる政策効果の波及についての実証分析 ――　 … 内藤　友紀　　145〜162ページ
　資料紹介
　市場的配置とは何か［付録 1 ］　ミッシェル・カロン　著 ……………… 北川　亘太　　163〜191ページ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 須田　文明（訳）
第３号（2017年12月）
小池渺先生退職記念号
　巻頭言
　―― 小池渺先生のご退職にあたって ――
　小池渺教授　略歴・主要業績
889
444
　論　　　文
　From Physical Economics to Institutional Economics: 
 　What is the contemporary implication of Institutional Economics
　　　 by J.R. Commons?　 ……………………………………………… Takayuki Nakahara　　193〜217ページ
　初期Sayの経済思想
　　 ── 啓蒙、フランス革命との関連で ── 　 ………………………… 喜多見　洋　　219〜240ページ
　功利主義思想とシスモンディ経済学
　　 ── 経済危機回避策の思想基盤 ── 　 ……………………………… 中宮　光隆　　241〜273ページ
　J.R.コモンズ制度経済学における信用制度と統治
　　 ── 信用貨幣の内生説の観点から ── 　 …………………………… 北川　亘太　　275〜313ページ
　ポール・M・スウィージーと資本主義発展の理論
　　 ── ローザ・ルクセンブルク受容と世界経済 ── 　 ……………… 古松　丈周　　315〜329ページ
　東ドイツにおける社会主義と市民社会
　　 ── 言説史の試み ── 　 ……………………………………………… 植村　邦彦　　331〜351ページ
　研究ノート
 『バーク読本』（昭和堂、2017年 8 月）の編集から見えてきたこと
　　………………………………………………………………………………… 中澤　信彦　　353〜364ページ
　フランスにおける社会的連帯経済の発展と小売商業……………………… 佐々木保幸　　365〜378ページ
　資　　　料
　19世紀スペインにおけるマルサス『人口論』の受容……………………… 栁田　芳伸　　379〜406ページ
関西大学経済論集第67巻第 3 号
　論　　　文
　日本紡績の事業展開と企業合併
　　 ──瓦斯糸事業と中京圏── 　 ………………………………………… 橋口　勝利　　407〜428ページ
　鉄道事業者における観光列車戦略の研究
　　 〜JR九州の事例から〜 　 ………………………………………………… 藤田　知也　　429〜446ページ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 榊原雄一郎
445
第４号（2018年３月）
北川勝彦先生退職記念号
　巻頭言
　―― 北川勝彦先生のご退職にあたって ――
　北川勝彦教授　略歴・業績目録
　論　　　文
　Industrialisation and Society; 
　　A Comparison of the Japanese
　　　Developmental State and South Africa ……………………………… Bill Freund　　447〜466ページ
　‘Noso-politics’and Japanese Development Assistance: 
　　The Scaling-up of Community-based Health Planning and Services (CHPS) in Ghana
　　…………………………………………………………………………… Kweku Ampiah　　467〜499ページ
　Industrial Entanglements and Their Political Outflows in the Japan-South Africa Relationship
　　in the Mid-Twentieth Century ………………………………… Scarlett Cornelissen　　501〜515ページ
　資源をめぐるポリティカル・エコノミー
　　―― 現代アフリカ国家史に向けての覚書 ――　 ……………………… 高橋　基樹　　517〜539ページ
　テロを生み出すもの
　　―― 「我が家」を奪われたケニア北東部のソマリ人の歴史を事例として ――
　　………………………………………………………………………………… 戸田真紀子　　541〜562ページ
　所得課税論の再考　…………………………………………………………… 林　　宏昭　　563〜573ページ
　生計費調査から見る日本の世帯構造の変化
　　―― 「埼玉県最低生計費調査」を巡るSNS上の反応を巡って ――　 橋本　紀子　　575〜592ページ
　社会システムシミュレーションの方法とさまざまな応用　……………… 谷田　則幸　　593〜602ページ
　戦後初期台湾の農地改革と四大企業払下げについて　…………………… 北波　道子　　603〜625ページ
　アフリカの経済統合
　　―― アジアとの比較からみえる課題と展望 ――　 …………………… 後藤　健太　　627〜644ページ
890
445
第４号（2018年３月）
北川勝彦先生退職記念号
　巻頭言
　―― 北川勝彦先生のご退職にあたって ――
　北川勝彦教授　略歴・業績目録
　論　　　文
　Industrialisation and Society; 
　　A Comparison of the Japanese
　　　Developmental State and South Africa ……………………………… Bill Freund　　447〜466ページ
　‘Noso-politics’and Japanese Development Assistance: 
　　The Scaling-up of Community-based Health Planning and Services (CHPS) in Ghana
　　…………………………………………………………………………… Kweku Ampiah　　467〜499ページ
　Industrial Entanglements and Their Political Outflows in the Japan-South Africa Relationship
　　in the Mid-Twentieth Century ………………………………… Scarlett Cornelissen　　501〜515ページ
　資源をめぐるポリティカル・エコノミー
　　―― 現代アフリカ国家史に向けての覚書 ――　 ……………………… 高橋　基樹　　517〜539ページ
　テロを生み出すもの
　　―― 「我が家」を奪われたケニア北東部のソマリ人の歴史を事例として ――
　　………………………………………………………………………………… 戸田真紀子　　541〜562ページ
　所得課税論の再考　…………………………………………………………… 林　　宏昭　　563〜573ページ
　生計費調査から見る日本の世帯構造の変化
　　―― 「埼玉県最低生計費調査」を巡るSNS上の反応を巡って ――　 橋本　紀子　　575〜592ページ
　社会システムシミュレーションの方法とさまざまな応用　……………… 谷田　則幸　　593〜602ページ
　戦後初期台湾の農地改革と四大企業払下げについて　…………………… 北波　道子　　603〜625ページ
　アフリカの経済統合
　　―― アジアとの比較からみえる課題と展望 ――　 …………………… 後藤　健太　　627〜644ページ
891
446
　戦間期九州地方における貨物自動車輸送
　　―― 九州南部を中心に ――　 …………………………………………… 北原　　聡　　645〜655ページ
　The Activities of International Banks in Asia before 1913  … Takeshi Nishimura　　657〜672ページ
　The Making of the ‘Free Trade Nation’: The Opening of the East India Trade and the British
　　Manufacturing Industry, 1790s-1830s ……………………………Yukihisa Kumagai　　673〜693ページ
　明治零年代後半における洋行官僚に関する一考察　……………………… 柏原　宏紀　　695〜710ページ
　アパルトヘイト下の産業調停委員会制度のもがき
　　―― 1950年代南アフリカの缶詰労働者組合の労使交渉からの一分析 ―― 
 　 ………………………………………………………………………………… 宗村　敦子　　711〜730ページ
関西大学経済論集第67巻第 4 号
　論　　　文
　学校給食における地産地消の現状と課題
　　── 大阪府内の学校給食調査を中心として ── 　 …………………… 樫原　正澄　　731〜787ページ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 赤井　洋子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石川　友美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 伊藤佳代子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 佐保　庚生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 森　　正子
　最適失業保険の導入効果についての経済実験：
　　CrowdFlowerを用いた実作業オンライン予備実験　 ………………… 小林　　創　　789〜803ページ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 稲葉　　大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 七篠　達弘
　三重紡績の事業展開と企業合併
　　── 企業勃興の挫折とその帰趨 ──　 ………………………………… 橋口　勝利　　805〜830ページ
　ふるさと納税返礼品規制についての検討
　　── 北海道下自治体を中心に ── 　 …………………………………… 橋本　恭之　　831〜843ページ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴木　善充
　商品企画における対話
　　── サービス・ドミナント・ロジックの観点から ──　 …………… 北川　亘太　　845〜878ページ
892
2017 年 12 月 1 日 
 
『関西大学経済論集』掲載論文の著者 
ならびに著作権継承者の皆様へ 
 
関西大学学術リポジトリ運営委員会 
委員長 吉田宗弘 
 
『関西大学経済論集』掲載論文の電子的公開について（お願い） 
 
関西大学では、学内で刊行された教育・研究紀要をオープンアクセスとすることで、本
学で生産する教育・研究成果の効果的な発信を行ってきました。 
今後、過去に生産された教育・研究紀要に掲載された成果物についてもオープンアクセ
スとすることで、学術研究の発展に貢献していく所存でございます。 
つきましては、以下のとおり関西大学経済論集に掲載された論文の著者ならびに著作権
継承者の皆様に対して、このお知らせにより電子的公開に関する許諾をお願い申し上げま
す。 
こちらは、発行元である関西大学経済学会に対して、電子的公開（著作権法第 21 条及び
第 23 条）に関する許諾をいただくもので、著作権を譲渡していただくものではございませ
ん。 
 
   対象紀要：『関西大学経済論集』 
   対象巻号：第 1 巻第 1 号（1950）－ 第 59 巻第 4 号（2010） 
   掲 載 先：関西大学学術リポジトリ 
 
なお、電子的公開をご了解いただけない場合には、登録対象と致しませんので、お手数
ではございますが、2018 年 3 月 31 日までに、以下の事務担当部署までメール又は FAX に
てご一報ください。 
また、期日までにお申し出がない場合、電子的公開をご了解いただけたものとして登録
作業を進めて参りますが、期日後であっても不都合の旨、お申し出があれば、電子的公開
を中止いたします。 
本計画の趣旨をご理解いただき、ご了解くださいますようお願い申し上げます。 
 
≪本件に関するお問い合わせ先≫ 
 関西大学図書館事務室 学術リポジトリ担当 
 〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 
 TEL: 06-6368-1040（内線 4314） 
 FAX: 06-6368-0071 
 E-mail: ku-ir@ml.kandai.jp 
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